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1. ギャラリーとは？ 

「ジャパンサーチ」は、日本の書籍、文化財、メディア芸術など様々な分野のデータベースと連

携し、信頼性の高い魅力あるコンテンツを国内外に提供するプラットフォームです。この一環と

して、テーマに沿ってコンテンツを集めた「ギャラリー」が用意されています。 

ギャラリーは、ジャパンサーチと連携するデータベースのコンテンツと解説文で構成される「電

子展覧会」のような形式を取っています。 

ここで展示されるギャラリーは、学芸員や専門家によってキュレーションされ、画像と解説文を

通じてユーザーに紹介されます。 

1.1 ギャラリーの特徴と役割 

・検索以外のコンテンツとの出会い：すでに 500 点近いギャラリーが用意され、時代・地

域・季節などさまざまな切り口で一覧できるようになっています。このギャラリー一覧は、

ユーザーに、検索によらずとも気楽にコンテンツに接してもらえる入り口として設計されて

います。 

・新たな気づきの提供：ギャラリーの制作過程では、学芸員や専門家が何らかのテーマに基

づいて資料を精選し、それぞれの資料がテーマとどのように関連しているかを示します。こ

うして構築されたキュレーションの成果物としてのギャラリーを通して、ユーザーに、資料

の意味を魅力的に紹介することができます。 

・視覚的なプレゼンテーション：ギャラリー作成のために独自に設計されたエディタ上で、

豊富に用意されたレイアウト機能を駆使することで、文章だけでは十分に伝えることができ

なかったコンテンツの魅力を、視覚的に提示することができます。 

・コレクション全体の魅力の紹介：ギャラリーは、ギャラリー同士で相互に関連させること

が可能です。このようにギャラリーのネットワークを張り巡らせることによって、コレクシ

ョンの背後にあるストーリーや意義を、単独のギャラリーの場合よりも、さらに深く掘り下

げることができます。また、コレクション全体の文化的、歴史的価値を伝える重要な役割も

担っています。 

・テーマ設定の自由度の高さ：テーマは、「江戸時代の美術」「東北」のような大きなものか

ら「国芳」「緒方洪庵」のような固有名まで、様々な粒度で設定できます。また「瓢箪」「描

かれた橋」のようにテーマ性の高い設定もできます。 

・多様なユーザー層へのアピール：様々な視点によるテーマ設定によって、多様な背景や興

味を持つユーザー層へ訴求することができます。また、国際的な利用も推進することができ

るよう、英語の解説文を用意すれば、英語表示への切り替えも可能です。 

 

以上のように、ジャパンサーチの「ギャラリー」を活用することによって、ユーザーに、コ

ンテンツの価値や魅力を分かりやすく提示することができます。また、国内にあるデジタル

アーカイブの利活用促進のためにも、重要な仕組みを提供しています。 

1.2 ギャラリー作成のフェーズ 

ギャラリー作成は、（1）テーマ設定 （2）キュレーションという 2 つのフェーズに分かれ

ます。ギャラリーで使用するコンテンツは、所蔵コレクションを中心に据え、そこにジャパ
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ンサーチの豊富な連携コンテンツを付け加え、ギャラリーを構成するイメージです。 

2. テーマ設定 

ギャラリーを作成する上で重要なのは「テーマ設定」です。所蔵コレクションからどんなテーマ

が考えられるか、そのテーマからどのようなギャラリーを作りたいか、所蔵コレクション以外の

コンテンツはどのようなものが使えるかもポイントです。 

2.1 アイデアを出す 

この段階ではあまり厳密に考えず思いつくテーマ案をどんどん出してみるといいでしょう。

以下はほんの一例ですが、さまざまにイメージを広げて考えます。 

・干支にちなんだギャラリー 

・大河ドラマにちなんだギャラリー 

・歴史的な出来事（〇周年）を記念したギャラリー 

・季節の行事（正月や七五三など）に関連したギャラリー 

・所蔵コレクションやお気に入りのコンテンツをメインに構成したギャラリー 

2.2 テーマ案の吟味 

① ジャパンサーチで検索する 

アイデアがいくつか出たところで実際にジャパンサーチを検索してみましょう。どんなに良い

テーマでも、ジャパンサーチの検索結果に魅力的なコンテンツが少ないとギャラリー作成の幅

は狭まります。 

【ポイント】 

検索しても面白そうなコンテンツが乏しい場合は、検索のキーワードを広げてみましょ

う。ネット上の百科事典などを活用して、めぼしいキーワードを追加して試してみると

検索結果にも広がりが出ます。「バラ」「薔薇」のような表記違いで検索にヒットしない

場合もあるので要注意です。 

 

また、ジャパンサーチ上のお気に入りの画像や手持ちの画像と似た特徴を持つコンテンツを探

したい場合は、画像検索を使用してみるのも手段の一つです。画像検索では、「馬に乗った人」

といったフレーズから画像を検索することもできます（検索のコツについては、p.15「ジャパ

ンサーチのコンテンツを検索する」を参照）。 

② サムネイルを重視する 

ギャラリーのコンテンツとして評価する上で大きな決め手になるのは、検索結果に表示される
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サムネイルの数と質です。美しいカラー写真や画像の存在はなんと言ってもギャラリーの見え

方を魅力的にしてくれます。検索結果が多くても、メタデータや書誌データのみのコンテンツ

でギャラリーを構成するのは難しいので、魅力的なサムネイルがたくさん並ぶような検索結果

なら、大いに有望です。 

③ お気に入りのコンテンツを保存する 

検索結果で出てきたコンテンツのうち、これはと思うものはこの段階でマイノートのブックマ

ーク機能を利用して保存しておきます（p.16「マイノートを活用する」参照）。自館の所蔵品

と他館の所蔵品を分けて保存しながら、コンテンツの数や種類、テーマとの関連性などを比較

検討し、最終的なテーマを絞っていきます。 

2.3 テーマの決定 

① テーマを決定する 

テーマの吟味が終わる頃には、ギャラリーのイメージもだいぶ出来上がって来ます。所蔵コレ

クションのいずれかを使い、ジャパンサーチの他のコンテンツとどう組み合わせるか、と考え

るうちに使いたいコンテンツの優先順位なども見えてくるでしょう。 

② 辞事典類を参照し、コンテンツを見直す 

この段階で是非やっておきたいのは、百科事典、専門辞典、国語辞典などのテーマに関連する

項目を、集めたコンテンツを念頭に置きながら確認することです。辞事典類はそのテーマにつ

いて簡潔にまとめているだけでなく、テーマと関連して参照するべき人名、作品名、地名など

の情報を載せているものもあります。これらの情報から、集めたコンテンツが十分かどうか、

重要なコンテンツが漏れていないか確認ができます。場合によっては、ジャパンサーチ内に該

当するコンテンツがない場合もあり、ここでテーマを検討し直すこともできます。 

【ポイント】 

辞典・事典は、ジャパンナレッジ（https://japanknowledge.com）やコトバンク

（https://kotobank.jp）のようなオンラインサイトを使うと便利です。 

 

③ ギャラリーに題名を付ける 

最後にギャラリーの題名（タイトル）を付けます。ギャラリーを作成していく中で当初の想定

が変わり、題名を変更することもあるかもしれません。この段階では、仮のタイトルで構いま

せん。集めたコンテンツの魅力を引き出すタイトルを考えましょう。 

 

https://japanknowledge.com/
https://kotobank.jp/
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3. キュレーション 

テーマが決定した後は、いよいよギャラリーの作成開始です。ギャラリーのスタイルは様々です

が、ここでは画像と解説文によってページを構成するオリジナルのビジュアル事典のようなイメ

ージのギャラリーの作り方をご紹介しましょう。 

3.1 ギャラリーの形式 

ギャラリーには、大きく分けて 3 つの形式があります。歴史上の人物、動植物、美術作品、

伝統行事・風俗習慣、建築物などを事典的に解説した「百科事典形式」、詳しい解説抜きで

美しい画像を並べた「ショーケース形式」、雑誌の特集のように記事・コラム・画像を組み

合わせた「電子展覧会形式」です。ギャラリーにはこの他の形式も考えられますが、まずは

この中から、イメージに合ったギャラリーの形式を選びましょう。 

⚫ 百科事典形式のギャラリーの実例 

蒔絵 https://jpsearch.go.jp/gallery/ndl-bDKqEWnqrdB  

与謝蕪村 https://jpsearch.go.jp/gallery/ndl-DMVvnVqP2ZHbK0 

鯛 https://jpsearch.go.jp/gallery/ndl-8KzxZ6KD8Rd 

⚫ ショーケース形式のギャラリーの実例 

明治工芸 https://jpsearch.go.jp/gallery/ndl-9lo8JQE7BGv 

江戸の鳥 https://jpsearch.go.jp/gallery/ndl-BYvrjBAxvN 

役者絵に見る江戸の名優１ https://jpsearch.go.jp/gallery/ndl-AXY92zjqjNK 

⚫ 電子展覧会形式の実例 

東海道をめぐる https://jpsearch.go.jp/gallery/ndl-3DB46M3pwDm/1 

東京の落語 明治から大正まで https://jpsearch.go.jp/gallery/ndl-

KxWmwrNlD8X 

 

3.2 エディタを利用したギャラリーの構成 

① キュレーションのための「エディタ」機能 

ジャパンサーチには、デジタル上でのキュレーションをシンプルに行えるツール（「エディタ」

機能）が用意されています。このツールを使って簡単にギャラリーを作成できるのがジャパン

https://jpsearch.go.jp/gallery/ndl-bDKqEWnqrdB
https://jpsearch.go.jp/gallery/ndl-DMVvnVqP2ZHbK0
https://jpsearch.go.jp/gallery/ndl-8KzxZ6KD8Rd
https://jpsearch.go.jp/gallery/ndl-9lo8JQE7BGv
https://jpsearch.go.jp/gallery/ndl-BYvrjBAxvN
https://jpsearch.go.jp/gallery/ndl-AXY92zjqjNK
https://jpsearch.go.jp/gallery/ndl-3DB46M3pwDm/1
https://jpsearch.go.jp/gallery/ndl-KxWmwrNlD8X
https://jpsearch.go.jp/gallery/ndl-KxWmwrNlD8X
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サーチの大きな特徴です。 

エディタを使用するには、トップ画面右上のアイコンからログイン画面に入り、ID とパスワ

ードを入力（アイコンが表示されない場合は、以下の URL から https://jpsearch.go.jp/signin）。 

 

 

管理画面に入ったら、左のアウトラインから「ギャラリー」を選択し、「新しいギャラリーを

作成する」を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ポイント】ギャラリーだけではなく、ジャパンサーチに登録した機関やデータベース

情報のページを作成する際も、エディタ機能を活用することができます。 

デジタルアーカイブ福井 https://jpsearch.go.jp/database/fukui 

東京富士美術館 https://jpsearch.go.jp/organization/fujibi 

 

https://jpsearch.go.jp/database/fukui
https://jpsearch.go.jp/organization/fujibi
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② エディタで利用できるパーツ 

エディタでは、「パーツ」を追加して配置することで、ページを作成します。パーツは 12 種類

あり、機能や入力する情報の種類によって使い分けることができます。 

 

パーツ 機能 補足 

A テキスト 
テキストボックスを

表示 

解説等の文章の表示に利用。フォント、文字の効

果、色、段落等の指定が可能 

B 画像 画像を表示 画像を表示。キャプションの入力が可能 

C リスト リストを表示 

複数のリスト要素を組み合わせたリストを表示 

※表示スタイル：カード／リスト／タイル／表／

箇条書き／画像+解説（横）／画像+解説（縦）

／地図／参考文献リスト 

D 検索ボックス 検索ボックスを表示 
横断検索またはテーマ別検索を設定した検索ボッ

クスを表示 

E 解説付き画像 
画像に注釈をつけて

表示 
注釈には画像の特定箇所を範囲指定 

F 年表 
タイムライン形式で

表示 
開始年と終了年を指定した解説付きの年表を表示 

G セクション 
複数のパーツをまと

める 

複数のパーツをまとめて１つのセクションとして

表 示 

※目次の作成にはセクションを利用 

H 目次 目次を追加 セクションのタイトルをまとめて目次を作成 

I 子ページ目次 
子ページの目次を追

加 
子ページのタイトルをまとめて目次を作成 

J 外部サイト埋め込み 
iframe を利用した外

部サイトの埋め込み 
YouTube 動画等を埋め込む 

K マイノート 

マイノートに保存さ

れたデータを読み込

む 

♡アイコンでお気に入り登録したコンテンツを読

み込む 

L タブ リスト表示の切替 下部に表示されるコンテンツを切り替える 

③ パーツの配置の手順 

いずれのパーツも、以下の手順から配置することができます。 

A) 「（＋）パーツを追加」をクリックします。 
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B) 追加するパーツをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C) パーツの内容を入力します。 

 

 

 

 

 

※画面は「テキスト」の場合 

【ポイント】リストを使いこなす： 「リスト」は、ジャパンサーチ内のコンテンツを表

示するための主要なパーツです。リストで表示できる要素には、以下のものがありま

す。 

リスト要素 リストに登録される内容 備考 

マイノート マイノートに保存されたデータ  

メタデータ 
ジャパンサーチで公開されてい

るメタデータ 

サムネイルがない場合は「NO IMAGE」と表示 

※別の代表画像・サムネイル設定も可能 

ギャラリー 
ジャパンサーチで公開されてい

るほかのギャラリー 
ギャラリー検索画面でギャラリーを選択 
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データベース 
ジャパンサーチで公開されてい

るデータベース 
データベース検索画面でデータベースを選択 

連携機関 ジャパンサーチの連携機関 連携機関検索画面で組織を選択 

テーマ別検索 
ジャパンサーチで公開されてい

るテーマ別検索 
テーマ別検索の検索画面で選択 

検索結果 
横断検索、テーマ別検索または

ギャラリーの検索結果 

「メタデータ」または「ギャラリー」を選択

し、「検索条件の設定」で検索する 

外部リンク 外部リンク 
タイトル（日本語）は必須 

※画像の選択も可能 

コンテンツを表示するために利用するのは、主に「メタデータ」です。ジャパンサーチを検索

し、選択したコンテンツをリスト上に表示することができます。また、リストのコンテンツは、

表示方法を変更することができます。見せたいイメージに合わせて、最適な表示形式を選択し

てください。リストからメタデータを選択し、表示させる方法は以下の通りです。 

リストから「メタデータ」を選択。 

検索して、任意のコンテンツを選択。複数選択が可能で、選択したコンテンツは下部に表示さ

れます。 
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右上のアイコンから表示方法の変更が可能。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイトルの変更や説明を加えたいときは、画像下の鉛筆マークからテキストを入力。 
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また、リストに配置したコンテンツは、アウトラインのメニューの中で、コンテンツ名をドラ

ッグ＆ドロップすることで並べ替えることができます。コンテンツだけでなく、リストや後述

するセクションについても、同様の方法で並べ替えることも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ポイント】セクションを使いこなす 

「セクション」は複数のパーツ（リストや画像、検索ボックス）などをまとめる機能を

持ちます。見出しタイトルをつけることで、ギャラリー内に章立てを設けていくような

イメージです。単純にパーツを並べるのではなく、セクションによって内容に区切りを

つければ、ギャラリーの見やすさは格段に向上します。さらにセクションの中に複数の

リストを立てて、それぞれ個別のテーマを立ててタイトルをつけると、内容が整理され

てより見やすくなります。 
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【ポイント】目次を使いこなす 

「目次」は、セクションのタイトルをまとめて、自動で目次を作成できるパーツです。

章立てを一目で見せることができ、各セクションへのリンクにもなっています。内容が

長大になる、電子展覧会形式のようなギャラリーの場合は、目次を設定してみましょ

う。 
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3.3 ケーススタディ１ 百科事典形式の作成手順の紹介 

ここでは、百科事典形式のギャラリー「七五三」を作成する手順を、作業の流れに沿ってご

説明します。まずは、七五三のギャラリーの構成から見ていきましょう。 

このほかにも、テーマによっては「動画」や「地図」、「年表」といった要素を加わりますが、

まずは「百科事典形式」のベーシックな構成である「七五三」から、その手順を説明します。 
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① ジャパンサーチのコンテンツを検索する 

「2.2 テーマ案の吟味」で解説したように、まずは「横断検索」によって全体を検索して、ど

のようなコンテンツがあるか把握することがスタートです。適切な検索結果を得るための検索

のコツがあります。順を追って説明しましょう。 

A) 検索タブを駆使する 

「横断検索」の検索結果ページの検索窓のすぐ下に、「利用条件」「コンテンツ」「種類」「デー

タベース」「分野」「時間/時代」「場所」「人物/団体」「画像検索」というタブがあります。こ

のタブを選択することで、検索結果の絞り込みができます。ギャラリーで使うコンテンツを探

す上で大事なのは、「コンテンツ」タブの「サムネイル有」にチェックを入れること。画像の

あるコンテンツのみに絞り込まれるので、便利です。 

 

また、「データベース」など一部の検索タブでは、「除外条件を指定」のチェックを入れること

で、NOT 検索を行うことができます。「国立国会図書館デジタルコレクション」のデータベー

スを検索条件から外したい場合は、「除外条件を指定」をチェックしてから「国立国会図書館

デジタルコレクション」のデータベースを除外して検索することができます。 
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B) さまざまなキーワードで検索する 

キーワードを広げながら多角的に検索すると良いでしょう。ジャパンサーチで抽出したコンテ

ンツのタイトルに含まれる関連ワードでさらに検索することによって、より広い範囲のコンテ

ンツにリーチしたり、テーマを絞ってコンテンツを収集できたりします。 

 （例）「七五三」の検索ワード 

・七五三  …テーマ 

・袴着   …辞書などの参考資料で出てきたキーワード 

・帯解   …辞書などの参考資料で出てきたキーワード        

・髪置   …辞書などの参考資料で出てきたキーワード 

・宮参り  …ジャパンサーチのコンテンツタイトルから抽出したキーワード 

・十一月  …ジャパンサーチのコンテンツタイトルから抽出したキーワード 

・神田明神 …ジャパンサーチのコンテンツタイトルから抽出したキーワード 

【ポイント】手元にある資料に掲載されている図版と同様のコンテンツ、もしくは、類

似したコンテンツがジャパンサーチにないか、調査するのも手段のひとつです。作品タ

イトルで検索したり、文様や形状をキーワードに検索したり、時代などの条件に合わせ

て絞り込むのも有効です。 

C) マイノートを活用する       

検索画面の画像の下にある♡アイコンをクリックすると、マイノートに登録されます。マイノ

ートに集めたコンテンツは、画面右上の「ノート」アイコンから確認できます。マイノートに

登録したコンテンツは、「リスト」のマイノートからエディタ画面に読み込むことができます。

気になったコンテンツはいったんマイノートに登録し、後で吟味すると良いでしょう。 
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② アウトラインを作る 

検索によって得られたコンテンツをどのようにレイアウトできるか、ギャラリーの構成案を考

えましょう。抽出したコンテンツをどのように分類できるか、いくつかのリストに振り分けな

がら小見出しを立てていく中で、構成が出来上がっていきます。 

【ポイント】 

「時代別」「作家別」「地域別」「作品形式別（絵画／写真等）」など、分類の形式はさま

ざまです。抽出したコンテンツの傾向や数によって、分類の仕方を考えてみると良いで

しょう。 

「七五三」の場合、セクション『本で知る』に文献をまとめたリストを設置し、セクシ

ョン『もっと知りたい』に「絵画に描かれた七五三」、「七五三の写真」、「七五三の衣装

や道具」という分類で 3 つのリストを設置。検索結果でヒットしたコンテンツのうち、

数が多く、かつ見栄えのするコンテンツを選定していく中で、これらの分類に落ち着き

ました。 
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③ 一行リード・概要を執筆する 

辞書や資料を参考にしながら、ギャラリーの概要説明を執筆します。また、参考にした資料は

記録しておき、「参考文献リスト」に掲載します。 

また、概要の執筆作業を通して、項目立てが適切かどうか、再度見直すとともに、追加した方

が良いコンテンツが見つかった場合は追加します。 

 【ポイント】 

概要で触れた内容がジャパンサーチ上のコンテン

ツにあれば、そのコンテンツも紹介するとユーザ

ーに理解してもらいやすいでしょう。 

 

（例） 

概要「『源氏物語』「桐壺」巻に、光源氏が 3 歳で

御袴着をしたという記述がある。」 

        ↓ 

ジャパンサーチ上の『源氏物語』の資料から該当

場面を紹介。 

 

 

 

④ 各項目内でコンテンツの表示方法や表示順序を考える 

 順番を入れ替えて、重要なコンテンツを前（左側）に配置しましょう。 

【ポイント】  

エディタの右側にあるファセットを用いれば、コンテンツの入れ替えができます。ファ

セットのコンテンツをドラッグし、任意の場所にドラッグすると、エディタの画面上で

も順番が変わります。コンテンツだけでなく、リストやセクションといったパーツの配

置を入れ替えることも可能です。 
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さらに、リストの表示形式を変えて、見せ方を変えるのも方法のひとつです。「七五三」の

リストは「カード形式」ですが、キャプションを見せたいのであれば「タイル形式」、コン

テンツを単独で大きく表示し、詳しい解説を見せたいのであれば、リストではなく「解説付

き画像」パーツを選択するとでしょう。 

A) カード形式 
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B) タイル形式 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、解説付き画像では、枠で囲むなどして、画像に詳しい解説を付けることも可能です。 
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⑤ トップ画像を選ぶ 

テーマを象徴し、人目を引きやすい華やかな画像を選びましょう。トップ画像を入れるには、

ギャラリー最上部の空欄部分をクリックしてください。 

ジャパンサーチ内のコンテンツを使用する場合であれば、「ジャパンサーチの資料から」を選

択し、検索してください。 

【ポイント】 

トップ画像の形状が横長なので、横長の画像、もしくはトリミング機能を使って横長で

表示しやすい画像を選ぶと大きく表示できます。代表画像の選択画面でコンテンツを選

択したのち、上部のタブから「画像を切り抜く」を選択し、「範囲を選択する」からト

リミングを行います。 
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⑥ 参考文献リストを作成する 

 参考文献はリストの表示を「参考文献形式」を選択します。 

【ポイント】 

データベース「全国書誌」を利用すれば、書誌データをそのまま表示することができま

す。また、テキストで直接入力すれば、リンクを入れることも可能です。 
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3.4 ケーススタディ２ ショーケース形式の作成手順の紹介 

ここでは、ショーケース形式のギャラリー「瓢箪」を作成する手順を、作業の流れに沿って

ご説明します。まずは、ギャラリーの構成から見ていきましょう。 
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ショーケース形式のギャラリーは、百科事典形式とは異なり、ビジュアルに特化してコンテ

ンツを見せる表現形式です。辞書的な解説は極力少なくし、絵の面白さ、造形の豊かさ、テ

ーマ性の高さを存分に見せるための形式です。 

「瓢箪」は、古くからさまざまな美術作品のモチーフとして描かれています。「百科事典形

式」で、辞書的な解説をすることも可能ですが、ユニークなビジュアルを強調するため、シ

ョーケース形式で作成しました。 

① ジャパンサーチのコンテンツを検索する 

「百科事典形式」と同様に、まずは検索をしてどのようなコンテンツがあるか把握することが

スタートです。「コンテンツ」タブから、「サムネイル有」で横断検索をして、瓢箪に関連する

コンテンツを探します。 

A) さまざまなキーワードで検索する 

瓢箪のコンテンツを検索するとき、「瓢箪」と漢字表記で検索するだけでなく「ひょうたん」

「ヒョウタン」とひらがなやカタカナで検索してみます。ジャパンサーチに登録されているメ

タデータによっては、漢字表記がないものもあるからです。それぞれ検索結果が異なりますの

で、試してみるとでしょう。また、「瓢」「ひさご」「ヒサゴ」、「ふくべ」、「胡盧」「壺盧」「葫

芦」など、「瓢箪」の別名も検索してみると、異なるコンテンツがヒットします。 
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 【ポイント】手元の参考資料などに掲載されている図版も調査し、作品タイトルで検索

しましょう。ただし、中にはサムネイルのみだと探しているコンテンツが含まれている

かどうか分からない場合もあります。例えば、『偐紫田舎源氏』の扉絵では「瓢箪」が

使われていますが、検索結果のサムネイルでは扉絵が表示されません。書籍などの場

合、コンテンツのコマを選択してページをめくることで、初めて該当箇所にたどり着く

こともあります。 

 

 

B) 画像検索を活用する 

画像検索では、任意の画像と似た特徴をもつコンテンツを検索する

ことができます。p.3 で解説したフレーズから画像を検索する方法の

ほかに、サムネイル画像から特徴の似た画像を探すことも可能です。

サムネイル画像の右下にある画像検索アイコンをクリックすると、

類似の画像が一覧表示されます。 
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② アウトラインを作る 

検索によって得られたコンテンツを、「造形物」（徳利や花入れ、茶入れ、皿など）と「絵画」

（浮世絵や本の扉絵、引き札など）に分類しました。これをそれぞれのリストに振り分けます。 

 

 

 

③ 一行リード・概要を執筆する 

概要は「百科事典形式」と同様に、辞書などを参考にしながらまとめます。 

④ 各項目内でコンテンツの表示方法や表示順序を考える 

順番を入れ替えて、重要なコンテンツを前（左側）に配置するのも「百科事典形式」と同様で

す。ただし、ショーケースはコンテンツのビジュアルを見せたいので、画像＋解説（縦）形式

のリスト表示形式を選択しています。 
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画像＋解説（縦）形式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、ギャラリー全体の表示方法は、「テーマ」から変更することができます。「デフォルト」

のほか、「モダン」「和モダン」を選べます。 

⑤ トップ画像を選ぶ 

「百科事典形式」と同様、ギャラリーを代表する目を引きやすい画像を選びましょう。ジャパ

ンサーチ内のコンテンツであれば、「ジャパンサーチの資料から」を選択し、検索してくださ

い。 
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書籍の中身を見せる場合は「コマを選択」から指定しましょう。 

 

サムネイルの中から、該当するコマを選択。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コマを選択したのち、必要であれば画像をトリミングします。「画像を切り抜く」から「範囲

を選択」をクリック。 
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「自由な比率」を選択し、該当範囲を選ぶ。比率を固定したいときは「推奨（１６：９）」ま

たは「正方形」を選びましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ポイント】 

外部コンテンツをリンクで表示させることも可能です。「画像の指定方法を選択」から

「URL を指定」を選びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「画像を指定」に遷移したら URL を入力し、「画像にタイトルや説明をつける」で必要

事項を記入してください。著作権に抵触しないものを選択するよう注意してください。 
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また、代表画像だけではなく、リストのコンテンツにおいても、同様の方法で外部コン

テンツをリンクで表示させることも可能です。 

 


